
資料2

基本目標Ⅰ　備える　～市ぐるみで地域福祉を進める体制づくり～
個別目標 目標指標 Ｈ２４　時点 Ｈ２５　実績 Ｈ２６　実績 Ｈ２７　実績 Ｈ２８ 参考　Ｈ２８の目標

地域福祉計画の進行状況の公表 - - - - - 毎年１回
福祉体験学習の実施校（高校を含む） 11校 9校 9校 10校 12校 15校
住民による福祉資源マップの整備 - - - - - 9小学校区分
自治会加入率 69% 68% 68% 68% 68% 75%
ボランティアセンター登録者数 延1,328人 延1,374人 延1,522人 延1,565人 延1,644人 延2,000人
市民活動推進センター登録団体数 50団体 55団体 53団体 54団体 54団体 60団体
各種ボランティア養成講座数（市社会福祉協議会） 10講座 10講座 10講座 10講座 10講座 15講座
地区社会福祉協議会の拠点数 5ヶ所 5ヶ所 5ヶ所 5ヶ所 8カ所 9ヶ所
地域福祉コーディネーターの人数 - - - - - 9人

基本目標Ⅱ　行動する　～地域の力で元気を支えあうまちづくり～
個別目標 目標指標 Ｈ２４　時点 Ｈ２５　実績 Ｈ２６　実績 Ｈ２７　実績 Ｈ２８ 参考　Ｈ２８の目標

登下校の児童見守りパトロール活動者数 65人 61人 65人 66人 65人 80人
障がい者職場実習受け入れ事業所数 2ヵ所 2ヵ所 2ヵ所 2ヵ所 2ヵ所 10ヶ所
地域見守りネットワークの数 - - ※１ ※１ ※１ 9小学校区
定期開催しているサロンの数 32 32 32 36 36 50
認知症サポーターの数 368人 868人 1,244人 1,093人 1,272人 2,300人
65歳以上市民のうち「何かあったとき駆けつけてくれる近所の人
がいる」という人の割合

24% - - - 55% 40％以上

災害時要援護者避難支援マニュアルの作成 - - - - -
平成25年度中までに

作成

避難支援プラン（個別計画）対象者のプラン作成率 - - - - -
平成26年度中までに

着手
※１…市内全域を対象とした高齢者見守りネットワーク事業を実施。

基本目標Ⅲ　つなぐ　～福祉サービスが安心を支えるまちづくり～
個別目標 目標指標 Ｈ２４　時点 Ｈ２５　実績 Ｈ２６　実績 Ｈ２７　実績 Ｈ２８ 参考　Ｈ２８の目標

介護が必要になった時「適切な相談先がわからない」という市民
の割合（40～64歳）

19% - - - 14.3% 10％以下

権利援護体制の整備（市社会福祉協議会） - - - 準備 実施 Ｈ28年度までに整備
成年後見人制度を知っている市民の割合（40～64歳） 52% - 38% - 44% 70%
介護予防手帳の活用（冊数） 2,698冊 3,152冊 3,447冊 3,655冊 3,854冊 5000冊
「介護保険サービスの利用の仕方がよくわからない」という市民の
割合（40～64歳）

38% - 43% - 40% 25％以下

福祉サービス事業者の地域ぐるみネットワークへの参加率 - 25% 56% 45% 48% 100%
子育て支援チーパス加入店舗数 12店舗 - 26店舗 23店舗 25店舗 30店舗

10拓く 新たな福祉システム（サービスや制度）の開発件数 - - 1件(※1) - - 累計5件
※１…市内全域を対象とした高齢者見守りネットワーク事業を実施。

白井市第１次地域福祉計画の状況について（目標指標）
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅰ備える　～市ぐるみで地域福祉を進める体制づくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

関係各課 健康福祉分野は市民からの
活用度が高く、平成29年
度は「楽トレ体操」が最も
多かった。

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

市社協

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

全ての小学校区に対象を
拡大し、地域ぐるみネッ
トワーク会議を開催。

全ての小学校区を対象
に、地域ぐるみネット
ワーク会議を開催。

高齢者福祉課
関係各課

小中学生の福祉施設の見
学や福祉体験学習の実施
（9校）。
中学生の福祉施設等での
職業体験。

小中学生の福祉施設の見
学や福祉体験学習の実施
（9校）。
中学生の福祉施設等での
職業体験。

小中学生の福祉施設の見
学や福祉体験学習の実施
（9校）。
中学生の福祉施設等での
職業体験。

小中学生の福祉施設の見
学や福祉体験学習の実施
（12校）。
中学生の福祉施設等での
職業体験。

学校教育課

- -

福祉教育指定推進連絡会
の設置。

福祉教育指定推進連絡会
の設置。

市社協 県福祉教育推進指定校：二
小、白中、白高
（H27～H29の３カ年事
業）

小学校区別のあんしんい
きいきマップ（高齢者交
流の場・集いの場）の市
HPへの掲載。

小学校区別のあんしんい
きいきマップ（高齢者交
流の場・集いの場）の市
HPへの掲載。

小学校区別のあんしんい
きいきマップ（高齢者交
流の場・集いの場）の市
HPへの掲載。

小学校区別のあんしんい
きいきマップ（高齢者交
流の場・集いの場）の市
HPへの掲載。

高齢者福祉課

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

なるほど行政講座の実
施。

関係各課 Ⅰ-１-（1）再掲

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉相談室
関係各課

地域福祉について
様々な学びの機会の
充実を図る。

（２）福祉教育
の推進

互いに支え合うまち
づくりを進めるた
め、福祉教育を推進
する。

　
　
　
　
１
知
る
・
学
ぶ
　
～

情
報
と
認
識
の
共
有
化
～

（３）福祉情報
の充実

市民が福祉サービス
等を適切に利用する
ため、福祉情報の提
供と周知を進める。

個別目標 施策 施策の内容
主な取り組み

備考関係課

（１）地域福祉
の意識づくり
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅰ備える　～市ぐるみで地域福祉を進める体制づくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
個別目標 施策 施策の内容

主な取り組み
備考関係課

自治組織活動補助：93自
治会。
地域まちづくり活動補
助：9小学校区。
小学校区自治会長等意見
交換会の開催16回。

自治組織活動補助：94自
治会。
地域まちづくり活動補
助：9小学校区。
小学校区自治会長等意見
交換会の開催12回。

自治組織活動補助：94自
治会。
地域まちづくり活動補
助：9小学校区。
小学校区自治会長等意見
交換会の開催3回。
全小学校区でタウンミー
ティングを開催。

自治組織活動補助：9５自
治会。
地域まちづくり活動補
助：9小学校区。
小学校区単位のまちづく
り意見交換会　8回。

市民活動支援課

市民大学校の開催（受講
者：115人）。
総合型地域スポーツクラ
ブ（白井中学区）の創
設。

市民大学校の開催（受講
者：105人）。
総合型地域スポーツクラ
ブ（障害児者）の創設。

市民大学校の開催（受講
者：110人）。
総合型地域スポーツクラ
ブ（５団体）の活動支
援。

市民大学校の開催（受講
者：85人）。
総合型地域スポーツクラ
ブ（５団体）の活動支
援。

生涯学習課

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

全ての小学校区に対象を
拡大し、地域ぐるみネッ
トワーク会議を開催。

全ての小学校区を対象
に、地域ぐるみネット
ワーク会議を開催。

高齢者福祉課
関係各課

Ⅰ-１-（1）再掲

心身障害者連絡協議会に
補助金交付。

心身障害者連絡協議会に
補助金交付。

心身障害者連絡協議会に
補助金交付。

心身障害者連絡協議会に
補助金交付。

社会福祉課 チャレンジパーソンスポー
ツの開催にかかる経費を補
助。

認知症家族の会の開催情
報等を市ＨＰに掲載。

認知症家族の会の開催情
報等を市ＨＰに掲載。

認知症家族の会の開催情
報等を市ＨＰに掲載。

認知症家族の会の開催情
報等を市ＨＰに掲載。

高齢者福祉課

高齢者クラブへの補助金
交付。

高齢者クラブへの補助金
交付。

高齢者クラブへの補助金
交付。

高齢者クラブへの補助金
交付。

高齢者福祉課

市民活動推進センターの
運営。
・登録団体数：55団体
公益活動を行う団体に補
助：7団体。

市民活動推進センターの
運営。
・登録団体数：53団体
公益活動を行う団体に補
助：6団体

市民活動推進センターの
運営。
・登録団体数：54団体
公益活動を行う団体に補
助：4団体

市民活動推進センターの
運営。
・登録団体数：54団体
公益活動を行う団体に補
助：5団体

市民活動支援課

（１）地域参
加・交流の拡充

住民同士の交流を促
進する地域の活動を
支援する。
生涯学習プログラム
の充実に努める。
多様な交流の促進を
図る。

（２）福祉サー
ビス利用者団体
の活性化支援

介護を必要とする人
や障害者、その家族
など、同じ悩みを持
つ人同士が交流、情
報の収集・交換がで
きるよう、福祉サー
ビス利用者団体の活
動を支援する。

（３）NPO・ボ
ランティア団体
の活性化支援

ライフスタイル等に
応じ、様々な地域活
動や市民活動に参加
する機会を拡充する
ため、ＮＰＯ・ボラ
ンティア団体の育成
支援を充実する。

２
参
加
す
る
　
～

支
え
あ
い
が
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

づ
く
り
～
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅰ備える　～市ぐるみで地域福祉を進める体制づくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
個別目標 施策 施策の内容

主な取り組み
備考関係課

（１）ユニバー
サルデザインの
まちづくりの推
進

すべての市民がバリ
アを感じることな
く、のびのびと参
加・活動できるまち
づくりを推進する。

声の広報しろい（ＣＤ）
の活用。
日常生活用具の給付・貸
与

声の広報しろい（ＣＤ）
の活用。
日常生活用具の給付・貸
与

声の広報しろい（ＣＤ）
の活用。
日常生活用具の給付・貸
与

声の広報しろい（ＣＤ）
の活用。
日常生活用具の給付・貸
与

社会福祉課
（高齢者福祉

課）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

ボランティア養成講座の
実施。（傾聴、手話など
10講座）

市社協 Ⅰ-１-（1）再掲

地区社会福祉協議会の拠
点施設の維持管理費助
成。

地区社会福祉協議会の拠
点施設の維持管理費助
成。

地区社会福祉協議会の拠
点施設の維持管理費助
成。

地区社会福祉協議会の拠
点施設の維持管理費助
成。
地区社協の拠点整備。

社会福祉課 H28年度末までに、全小学
校区に地区社協が設立（９
小学校区）。
拠点整備は、８小学校区ま
で。

-

コミュニティソーシャル
ワーカー研修への職員の
参加（3名）。

市民参加職員研修会の開
催（２３名）。

コーディネート型職員育
成研修の開催（32名）。
地域づくりコーディネー
ト入門講座の開催（3回・
27名）。

社会福祉課
市民活動支援課

H26のコミュニティソー
シャルワーカー研修につい
ては、県社協主催。

H27、H28の研修は市主
催（市民活動支援課）。

（３）地域福祉
ネットワークの
整備

地域ぐるみネット
ワーク、市ぐるみ
ネットワーク、庁内
連携ネットワークを
整備する。

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

２小学校区で、地域ぐる
みネットワーク会議をモ
デル事業として開催。

全ての小学校区に対象を
拡大し、地域ぐるみネッ
トワーク会議を開催。

全ての小学校区を対象
に、地域ぐるみネット
ワーク会議を開催。

高齢者福祉課
関係各課

より多くの市民が、
地域福祉を支える人
材として活躍できる
よう、研修・講座を
充実する。
地域福祉コーディ
ネーターの養成・配
置を行う。

３
支
え
る
　
～

地
域
福
祉
を
支
え
る
体
制
の
基
盤
づ
く
り
～

（２）地域福祉
を担う人材の育
成・確保
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅱ行動する　～地域の力で元気を支え合うまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

保健師の自治会長交流会
への出席（8回）。

保健師の自治会長交流会
への出席（7回）。

保健師の自治会長交流会
への出席（3回）。サロン
等へ出向いた回数を含め
ると、合計31回。

保健師の自治会長交流会
への出席（8回）。

健康課

脳いきいき教室等介護予
防事業の実施回数：200
回

脳いきいき教室等介護予
防事業の実施回数：175
回

脳いきいき教室等介護予
防事業の実施回数：226
回

脳いきいき教室等介護予
防事業の実施回数：256
回
しろい楽トレ体操を実施
する介護予防自主グルー
プ支援（12団体・236
名）。

高齢者福祉課

子育て支援センター (清水
口保育園・南山保育園)
・つどいのひろば (白井ふ
じ保育園･こざくら保育
園･はなぶさ保育園)
・ファミリーサポートセ
ンター事業の実施。
児童館事業：「親子教
室」・「子育てサロ
ン」・「お料理教室」・
「児童館まつり」・「駅
前遊学」・「育児相談」

子育て支援センター (清水
口保育園・南山保育園)
・つどいのひろば (白井ふ
じ保育園･こざくら保育
園･はなぶさ保育園)
・ファミリーサポートセ
ンター事業の実施。
児童館事業：「親子教
室」・「子育てサロ
ン」・「お料理教室」・
「児童館まつり」・「駅
前遊学」・「育児相談」

子育て支援センター (清水
口保育園・南山保育園)
・つどいのひろば (白井ふ
じ保育園･こざくら保育
園･はなぶさ保育園)
・ファミリーサポートセ
ンター事業の実施。
児童館事業：「親子教
室」・「子育てサロ
ン」・「お料理教室」・
「児童館まつり」・「駅
前遊学」・「育児相談」

子育て支援センター (清水
口保育園・南山保育園)
・つどいのひろば (白井ふ
じ保育園･こざくら保育
園･はなぶさ保育園)
・ファミリーサポートセ
ンター事業の実施。
児童館事業：「親子教
室」・「子育てサロ
ン」・「お料理教室」・
「児童館まつり」・「駅
前遊学」・「育児相談」

子育て支援課
保育課

放課後子ども教室の実施
（白井第二小）。

放課後子ども教室の実施
（白井第二小、大山口
小）。

放課後子ども教室の実施
（白井第二小、大山口
小）。

放課後子ども教室の実施
（白井第二小、大山口
小）。

生涯学習課

（３）生涯学
習・芸術・文
化・スポーツ等
による生きがい
づくりの推進

市民が、芸術・文
化・スポーツ・学習
活動を通じて生きが
いを育めるよう支援
する。

・白井梨マラソン大会
・スポーツフェスタ（体
力測定、軽スポーツ、ス
ポーツゲーム等）
・各種スポーツ大会など
（軟式野球他17競技）

・白井梨マラソン大会
・スポーツフェスタ（体
力測定、軽スポーツ、ス
ポーツゲーム等）
・各種スポーツ大会など
（軟式野球他17競技）

・白井梨マラソン大会
・スポーツフェスタ（体
力測定、軽スポーツ、ス
ポーツゲーム等）
・各種スポーツ大会など
（軟式野球他17競技）

・白井梨マラソン大会
・スポーツフェスタ（体
力測定、軽スポーツ、ス
ポーツゲーム等）
・各種スポーツ大会など
（軟式野球他17競技）

生涯学習課

障害者就労支援員の配置
（1名）。
障害者の就労実績：1名

障害者就労支援員の配置
（1名）。
障害者の就労実績：7名

障害者就労支援員の配置
（1名）。
障害者の就労実績：11名

障害者就労支援員の配置
（1名）。
障害者の就労実績：8名

社会福祉課

高齢者就労指導講座（シ
ルバー人材センター）：
24回

高齢者就労指導講座（シ
ルバー人材センター）：
16回

高齢者就労指導講座（シ
ルバー人材センター）：
17回

高齢者就労指導講座（シ
ルバー人材センター）：
17回

高齢者福祉課

（１）健康づく
りの支援の推進

地域で健康づくりや
介護予防に取り組む
団体等の活動支援、
地域と連携した予防
活動の充実を推進す
る。

（２）子育ち・
子育て支援の推
進

子育てサークルや子
育てサロンの育成、
地域の子どもをみん
なで守り育てる活動
を推進する。

４
育
み
あ
う
～

生
き
が
い
を
育
み
、
子
ど
も
を
と
も
に
育
て
る
地
域
づ
く
り
～

（４）自立支援
の推進

市民が自立した生活
を送れるよう、相談
体制の強化、就労・
自立生活設計を支援
する。

施策 施策の内容
主な取り組み

備考個別目標 関係課
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅱ行動する　～地域の力で元気を支え合うまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
施策 施策の内容

主な取り組み
備考個別目標 関係課

（１）互助の推
進（支えあい運
動の展開）

ゴミ出し、外出の付
き添い、子どもの預
かり等、住民同士の
互助活動が広がる環
境をつくる。

地域ぐるみネットワーク
会議において、地域の課
題について検討。

地域ぐるみネットワーク
会議において、地域の課
題について検討。

地域ぐるみネットワーク
会議において、地域の課
題について検討。

地域ぐるみネットワーク
会議において、地域の課
題について検討。

高齢者福祉課

ふれあいいきいきサロン
助成事業。

ふれあいいきいきサロン
助成事業（2サロン）。

ふれあいいきいきサロン
助成事業（４サロン）。

ふれあいいきいきサロン
助成事業（6サロン）。

市社協 地域の取り組みとして、平
成２６年度から「広域型サ
ロン　梨の実」開設。

サロン代表者会議の開
催。

サロン代表者会議の開
催。

サロン代表者会議の開
催。

サロン代表者会議の開
催。

高齢者福祉課 情報交換の場の提供として
実施。

（３）見守り活
動の推進

独居高齢者や要支援
者が、地域で孤立す
ることなく案して暮
らしていけるよう、
見守りの協力体制を
充実する。

民生委員と在宅介護支援
センター等の連携による
見守り活動。

民生委員と在宅介護支援
センター等の連携による
見守り活動。
平成２６年７月　白井市
高齢者見守りネット　開
始

民生委員と在宅介護支援
センター等の連携による
見守り活動。
高齢者見守りネットによ
る活動。

民生委員と在宅介護支援
センター等の連携による
見守り活動。
高齢者見守りネットによ
る活動。
ボランティア等の個別訪
問等によるお元気みまも
り事業の開始。

高齢者福祉課

（４）助けあい
サービスの推進

移動支援、手話・朗
読等のコミュニケー
ション支援、家事援
助等の支えあい活動
を推進し、費用負
担・活動拠点の確保
等のしくみづくりを
構築する。

高齢者在宅福祉事業の実
施
（利用者：942人）
（事業内容：外出支援、
緊急通報装置貸与等）
介護支援ボランティア制
度の実施
（登録者数：105人）

高齢者在宅福祉事業の実
施。
（利用者：900人）
（事業内容：外出支援、
緊急通報装置貸与等）
介護支援ボランティア制
度の実施。
（登録者数：149人）

高齢者在宅福祉事業の実
施。
（利用者：1,129人）
（事業内容：外出支援、
緊急通報装置貸与等）
介護支援ボランティア制
度の実施。
（登録者数：181人）

高齢者在宅福祉事業の実
施。
（利用者：８９６人）
（事業内容：外出支援、
緊急通報装置貸与等）
介護支援ボランティア制
度の実施。
（登録者数：２０８人）

高齢者福祉課 地域の取り組みとして、南
山地区において、買い物支
援バスの試行運用。

５
助
け
あ
う
～

多
様
な
支
え
あ
い
が
広
が
る
地
域
づ
く
り
～

（２）集いの場
（サロン）作り
の推進

「サロン活動」を支
援し、地域で支え合
う関係づくりを進め
る。
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅱ行動する　～地域の力で元気を支え合うまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
施策 施策の内容

主な取り組み
備考個別目標 関係課

（１）要援護者
の避難支援体制
の確立

市と地域の連携によ
り、要支援者の状況
把握、情報の共有
化、避難、避難生活
までの一貫した支援
体制を確立する。

地域防災計画の修正。 自治会向け災害時対応マ
ニュアルの作成、配布。

「災害時におけるボラン
ティア活動に関する協
定」締結。
災害時要支援者の調査。

災害時要支援者名簿のと
りまとめ（平成２９年度
も継続）。

市民安全課

（２）要援護者
情報の適切な活
用

地域での援護体制を
作るため、要支援者
名簿を、本人同意の
上、自治会や民生委
員等と共有し、日頃
の見守りに活用す
る。

高齢者名簿、児童名簿を
民生委員・児童委員に提
供し、日頃の民生委員の
見守り活動に活用。

高齢者名簿、児童名簿を
民生委員・児童委員に提
供し、日頃の民生委員の
見守り活動に活用。

高齢者名簿、児童名簿を
民生委員・児童委員に提
供し、日頃の民生委員の
見守り活動に活用。

高齢者名簿、児童名簿を
民生委員・児童委員に提
供し、日頃の民生委員の
見守り活動に活用。

社会福祉課

（３）避難支援
訓練等の実施

災害時等に動ける実
践的な体制をつくる
ため、避難訓練等を
実施し、これを地域
住民同士の親睦等に
活かす。

防災訓練の実施（第一小
学区）。

防災訓練の実施（第二小
学区）。

防災訓練の実施（清水口
小学校区）。

防災訓練の実施（桜台小
学校区）。

市民安全課

　
　
６
い
ざ
と
い
う
時
助
け
あ
う

　
　
　
～

災
害
時
そ
の
他
の
援
護
活
動
の
体
制
づ
く
り
～
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅲつなぐ　～福祉サービスが安心を支えるまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉ガイドブックの
発行。

保健福祉相談室
関係各課

市窓口や指定相談支援事
業所、関係機関等で相談
支援の実施。
相談件数
：障害福祉分野2,526件
：高齢者分野2,131件

市窓口や指定相談支援事
業所、関係機関等で相談
支援の実施。
相談件数
：障害福祉分野2,367件
：高齢者分野2,166件

市窓口や指定相談支援事
業所、関係機関等で相談
支援の実施。
相談件数
：障害福祉分野3,295件
：高齢者分野1,890件

市窓口や指定相談支援事
業所、関係機関等で相談
支援の実施。
相談件数
：障害福祉分野3,315件
：高齢者分野2,335件

保健福祉相談室
社会福祉課

高齢者福祉課

（２）相談ネッ
トワークの整備

保健福祉相談室と地
域包括支援センター
を核に、多様な窓口
をつなぐネットワー
クをつくる。

庁内関係各課や市社協の
相談業務と連携。

庁内関係各課や市社協の
相談業務と連携。

庁内関係各課や市社協の
相談業務と連携。

庁内関係各課や市社協の
相談業務と連携。

保健福祉相談室
関係課
市社協

高齢者の権利擁護事業と
して、地域包括支援セン
ターで延511件の相談支
援。

高齢者の権利擁護事業と
して、地域包括支援セン
ターで延611件の相談支
援（虐待件数311件、後
見制度支援300件）の相
談支援。

高齢者の権利擁護事業と
して、地域包括支援セン
ターで延553件の相談支
援（虐待、後見制度支援
関係）。

高齢者の権利擁護事業と
して、地域包括支援セン
ターで実175件の相談支
援（虐待、後見制度支援
関係）。

高齢者福祉課

※統計処理上、H28は実件
数となっている。

- -
権利擁護体制の開始準備 権利擁護体制の整備

市社協
H28：２件

関係課

（１）相談窓口
の充実

多様な相談の手段や
窓口を用意し、市民
が気軽に相談できる
環境をつくる。

（３）権利擁護
の体制づくり

判断能力が不十分に
なっても、生活に必
要な事務管理や金銭
管理を代行する等の
支援する仕組みを充
実する。

備考

７
相
談
す
る
～

福
祉
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
充
実
～

個別目標 施策 施策の内容
主な取り組み
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅲつなぐ　～福祉サービスが安心を支えるまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
関係課 備考個別目標 施策 施策の内容

主な取り組み

（１）適切なケ
アマネジメント
の推進

支援が必要となって
も、自分らしい生活
が送れるよう、本
人・家族・専門職・
地域の人材によるケ
アマネジメントを展
開する。

469人の要支援者のう
ち、215人についてケア
マネジメントを実施（地
域包括支援センター実施
分は85人）。要支援者の
サービス利用率約46％。

467人の要支援者のう
ち、224人についてケア
マネジメントを実施（地
域包括支援センター実施
分は83人）。要支援者の
サービス利用率約48％。

495人の要支援者のう
ち、250人についてケア
マネジメントを実施（地
域包括支援センター実施
分は83人）。要支援者の
サービス利用率約51％。

508人の要支援者等にケ
アマネジメントを実施。
ケアプラン等作成延数
3954人分（うち、地域
包括支援センター実施延
数1617人分）。
地域包括支援センターを
2ヶ所増設。

高齢者福祉課

平成28年2月から介護予
防・日常生活支援総合事業
開始により要支援１・要支
援２以外に事業対象者がケ
アマネジメント実施者に含
まれた。

介護支援専門員スキル
アップ連絡会の開催。
介護保険関連事業所の公
表。

介護支援専門員スキル
アップ連絡会の開催。
介護保険関連事業所の公
表。

介護支援専門員スキル
アップ連絡会の開催。
介護保険関連事業所の公
表。

介護支援専門員スキル
アップ連絡会の開催。
介護保険関連事業所の公
表。

高齢者福祉課

まごころサービス事業の
実施。

まごころサービス事業の
実施。

まごころサービス事業の
実施。

まごころサービス事業の
実施。 市社協

在宅支援、外出支援サービ
ス。

（３）総合的・
包括的な支援の
推進

福祉サービス事業者
と地域が、福祉ネッ
トワークを活用し、
一人ひとりの包括的
なケアを実現する。

多職種合同研修会の開
催。

多職種合同研修会の開
催。
模擬地域ケア会議。

多職種合同研修会の開
催。

在宅医療・介護連携研修
会の開催。
地域ケア会議の実施。

高齢者福祉課

（２）福祉サー
ビスの有効利用
の推進

介護保険法や障害者
総合支援法に基づく
適切なサービスの利
用や、認定外の人も
必要に応じサービス
を利用し、自分らし
い生活を維持できる
環境づくりをする。

　
８
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る

　
　
～

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
推
進
～
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白井市第1次地域福祉計画の状況について

基本目標：Ⅲつなぐ　～福祉サービスが安心を支えるまちづくり～

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
関係課 備考個別目標 施策 施策の内容

主な取り組み

（１）福祉サー
ビス事業者との
連携強化

福祉サービス事業者
が、地域福祉に貢献
できる環境をつく
る。

事業者の地域ぐるみネッ
トワーク会議への参加。
多職種合同研修会の開
催。

事業者の地域ぐるみネッ
トワーク会議への参加。
多職種合同研修会の開
催。

事業者の地域ぐるみネッ
トワーク会議への参加。
多職種合同研修会の開
催。

事業者の地域ぐるみネッ
トワーク会議への参加。
多職種合同研修会の開
催。

高齢者福祉課

（２）福祉産業
従事者の育成

福祉サービスや事業
所の従業者が、誇り
を持って活躍できる
よう、研修や交流の
機会をつくる。

社会福祉大会での功労者
表彰。

社会福祉大会での功労者
表彰。

社会福祉大会での功労者
表彰。

社会福祉大会での功労者
表彰。

市社協

- -

６０歳からの就労・ボラ
ンティアのマッチングイ
ベント開催。

６０歳からの就労・ボラ
ンティアのマッチングイ
ベント開催。

高齢者福祉課

障害者職場実習奨励金の
交付。
保健福祉センター内の喫
茶「たんぽぽ」の運営。

障害者職場実習奨励金の
交付。
保健福祉センター内の喫
茶「たんぽぽ」の運営。

障害者職場実習奨励金の
交付。
保健福祉センター内の喫
茶「たんぽぽ」の運営。

障害者職場実習奨励金の
交付。
保健福祉センター内の喫
茶「たんぽぽ」の運営。

社会福祉課

（１）新たな
サービスや活動
の開発

新たなサービスや活
動の改良・開発を進
めるための実践事業
を推進。

-

地域ぐるみネットワーク
会議から、高齢者見守り
ネットワーク事業への意
見の反映。

地域ぐるみネットワーク
会議から、買い物支援バ
スのモデル運行、住民に
よる訪問型見守りの検
討。

地域ぐるみネットワーク
会議から、買い物支援バ
スのモデル運行、住民に
よる訪問型見守りの開
始。

高齢者福祉課

（２）地域福祉
を支える仕組み
の開発

ネットワーク体制や
人材の育成確保、助
け合いの持続的発展
を支える仕組みなど
を必要に応じて制度
化する。

-
高齢者見守りネットワー
ク事業を制度化（高齢者
福祉課）。

- -
関係各課

平成２９年度より、高齢者
お元気見守り事業を制度
化。

　
９
事
業
を
培
う

　
～

地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
「

福
祉
関
連
産
業
」

の
形
成
～

⒑
拓
く

～

将
来
に
つ
な
が
る
新
た
な

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
開
発
～

（３）「人にや
さしい産業」の
まちづくりの推
進

商工業や農業等、地
域の様々な産業の福
祉への参入や地域福
祉への貢献の促進
等、地域福祉と地域
産業が連携し、地域
活性化につながるよ
う促す。
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